
 

 

【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

事業番号 D－２０－２ 

事業名  津波避難タワー整備事業 

事業費  232,489 千円（国費 174,367 千円） 

事業期間 平成 25 年度～平成 27 年度 

事業目的 避難困難が想定される川口地区及び周辺（最大想定人数 134 名分）の方の

ための津波の及ばない高台（緊急避難場所）を整備するもの 

     おいらせ町震災復興計画  

P19 ３－３－③ 避難所・避難路の検証と避難所運営の充実 

「津波発生からできるだけ短時間で避難が可能となるよう緊急避難所を整

備」 

     おいらせ町津波避難計画  

P29 第 7 章津波防災対策 １津波避難タワーの整備 

事業地区 おいらせ町 明神下地区 

事業結果  

平成 25～26 年度 設計 

平成 26～27 年度 工事 

工事概要：鉄筋コンクリート造４層２階建、延床面積 171.91 ㎡、避難室床面積 134 ㎡、 

     収容人数 134 人、床面高 9.8m（海抜 23m）、 

事業の実績に関する評価 

最大浸水想定では明神山に押し寄せる可能性がある津波の高さは 5.8m であるが、波

のせり上がりを考慮し、4m の余裕高をもって避難室の床面高 9.8m を確保した。津波

及び津波漂流物に対する強度を持った躯体、津波の波力を受け流すため吹き抜け構造と

した。指名競争入札により契約相手方を選定しており、事業費は適正なものとなってい

る。さらに、ソーラー照明、停電時対応のガス発電機の他、必要な備蓄品を整備した。 

 津波避難タワーは建設前後に対象地区住民等への説明を行い、竣工後は対象地区及び

関係者への説明会を実施した。川口地区から津波避難タワーまでの昼と夜間の避難検証

を町職員により行い、検証結果について川口地区住民に説明した。 

竣工後は定期的に一般公開と川口地区や町による防災訓練を実施。防災訓練でタワー

に避難した川口地区の方々からアンケートや意見聴取を行うことで更に必要な備蓄物

資を追加するなどしている。また、精神障がい者の団体や高齢者の見学、その他様々な

団体の見学を受け入れており、感想などを聞いている。平成 28 年 3 月 11 日には最大

想定津波が襲来した際のライフライン断絶やタワーが孤立することを想定し、翌朝まで

の宿泊訓練も実施し、参加者との意見交換を行うことで、タワーの活用方法や最低限必

要な物資の追加等行い、いざという時の実践的施設として、また防災意識の醸成を担う

シンボルとしても有効活用されている。 

事業担当部局 

まちづくり防災課 電話番号：0178-56-2111（代表） 

添付資料 別紙３ 津波避難タワー 概要 
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おいらせ町 明神山防災タワー 概要

´施設概要
L

・所在地  青森県上北郡おいらせ町松原 1丁 目73-460

・構造  鉄筋コンクリート造4層 2階建て
・避難階(2階)延 床面積 171.91ド (床面積 134耐)収 容人数 134人
・避難階床面高さ 9.8m(海抜 23m)
・総事業費 約 2.3億円 ・竣工 平成 27年 12月 24日

・財源 東 日本大震災復興交付金 (基幹事業)3/4+地方負担 (震災復興特別交付税措置 )

※大津波避難及びタワーの考え方…津波からの避難は、津波の及ばない場所(浸水域外)に位置する大津波避

難場所までの避難を基本としております。明神山防災タワーは浸水域内に位置し、大津波避難場所までの

避難が困難な方々のための緊急避難施設 (場所)と なります。
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議 す 。 このヵギ鏃階段及び選難菫

のマスターキ‐―です。
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○避難階の床面高

避難スペースの床

面の高さは、想定

浸水深+4mの余裕

高を確 保 していま

す。

(+4mと は、津波が

建物 に当たつた際

の、せり上がりの最

大値です )

仕様

災害時のタワーヘの入り方

※タワーのカギは役場のほか、川回町内会と明神下町内会で所有しています。



○ガス発電機で停電対策

◎避難室の主な機能

◇無線機・避難室の説明書を設置 ○女性等に配慮 した

無線機や避難室

の取 り扱 いがわ

かるように出入

口に説明書 を設

置 しています。

2台の発電機で停電時も避難室内の電

気を確保 します。

〇倉庫に備蓄品

倉庫には乳幼児や高齢者にも配慮 し

た食料品や 日用費 を備蓄 していま

す。 1主な備蓄品

口水

口食料

口毛布

口生理用品

ロロ甫孝L丼瓦

口粉 ミルク

ロ発電機

コトイレ用

消臭凝固剤

ロエアー

マッ ト他

収納 しているパーテーショ

ン (間 仕切 り壁)で避難室

を仕切ることができ、必要

な方に配慮することができ

ます。

階段の全てのステップには、

夜間発光す る黄色 い蓄光材

を設置。また、階段の入口と

出口 (避難室 ドア前)には停

電時 も光 る ソー ラー照明灯

が設置されています。

避難スペース

::

○階段の夜間対策

避難スペース
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